
 

 

「超低出生体重児に対する口腔内母乳綿棒塗布がもたらす効果に関する研究」 

 

１．研究の対象 

・2024年 6月～2025年 6月に当院で出生した超低出生体重児 

・2025年 10月～2026年 4月に当院で出生した超低出生体重児 

 

２．研究目的・方法 

 1）研究目的 

この研究は宮城県立こども病院で出生され NICU/GCUへ入院となった超低出生体重児を

対象として、生後早期からの口腔内母乳綿棒塗布が MRSA保菌率・気道感染の有無・経口

哺乳確立までの期間に与える影響を明らかにすることを目的としています。 

2）研究方法 

2024年 6月～2025年 6月に当院で出生した超低出生体重児（従来群）と、2025年 10

月～2026年 4月に当院で出生した超低出生体重児（実施群）の鼻腔・便の監視培養結果

や気道感染の有無、経口哺乳の経過を調査します。 

3）研究期間 

 倫理審査委員会承認後～2027年６月までを研究期間としています。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

出生方法・週数・体重・疾患・直接母乳または経口びん哺乳開始日・経口哺乳確立日 

母乳綿棒の実施歴・入院日数・MRSA検出の有無・気道感染の有無等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さん

の代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先

までお申し出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   住所：〒989－3126 宮城県仙台市青葉区落合 4－3－1       

電話番号：0570－003－876 （ナビダイヤル）  

研究者：新生児病棟 今野彩花 佐藤友紀 渡邊亜美 武田瑛莉花 佐々木綾香 埴田卓志       

研究責任者：宮城県こども病院 新生児病棟看護師長 小川久枝 


